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1. 2022年9月期第3四半期の業績（2021年10月1日～2022年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 2,212 △5.7 6 △90.6 7 △90.5 △13 ―

2021年9月期第3四半期 2,346 6.9 73 66.9 73 59.4 49 83.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第3四半期 △0.95 ―

2021年9月期第3四半期 3.52 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年9月期第3四半期 1,464 1,142 78.1 80.72

2021年9月期 1,491 1,156 77.5 81.67

（参考）自己資本 2022年9月期第3四半期 1,142百万円 2021年9月期 1,156百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年9月期 ― 0.00 ―

2022年9月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　2022年９月期の配当予想額につきましては、当第３四半期決算の業績を踏まえ、その内容等を勘案し配当予想を決定いたしました。

3. 2022年 9月期の業績予想（2021年10月 1日～2022年 9月30日）

　業績予想につきましては、天候等の外部変動要因による業績への影響が大きく、予測が困難なため現時点での予想の開示は行っておりません。

　なお、情報開示につきましては既存店等の情報を月次で開示するとともに、通期につきましては第４四半期中を目処に、分かり次第、速やかに適時開示
をしてまいります。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期3Q 14,436,600 株 2021年9月期 14,436,600 株

② 期末自己株式数 2022年9月期3Q 278,800 株 2021年9月期 278,800 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期3Q 14,157,800 株 2021年9月期3Q 14,157,800 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係
る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績見通し等
の前提となる仮定及び業績見通し等のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料３ページ、「（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」を参照してください。
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前事業年度末

店舗数
増加 減少

当第３四半期末

店舗数

小売事業 「三代目茂蔵」（直営店） 44 － 5 39

その他事業 「三代目茂蔵」（加盟店） 125 157 4 278

合計 169 157 9 317

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社は、消費者にとって価値のある商品づくり、人づくり、店づくりを目指し、「よりいいものをより安く」提

供し、「三代目茂蔵」のブランド力を強化・確立することで、売上高及び利益の向上を図ってまいります。

　当第３四半期累計期間において、商品につきましては、「健康」をキーワードに「茂蔵オリジナル商品」を強化

してまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響等による景気の先行きは不透明な状況となっていることか

ら、朝市等のイベントを共に強化することで顧客数の確保と売上高の拡大に取り組んでまいりました。

　当第３四半期累計期間の売上高は2,212,776千円（前年同四半期比5.7％減）、営業利益は6,925千円（前年同四

半期比90.6％減）、経常利益は7,012千円（前年同四半期比90.5％減）、四半期純損失は13,489千円（前年同四半

期は四半期純利益49,871千円）となりました。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

（小売事業）

　当セグメントにおきましては「三代目茂蔵」の健康ブランド認知度の更なる向上を推し進めております。

　当第３四半期累計期間におきましては、健康ブランド向上を目指し従来の豆腐・豆乳・おからに加えて雑穀米、

全粒粉等の食物繊維が多い素材を使用した商品開発を実行してまいりました。また、開店から12時までの時間帯に

開催しております「朝市」につきましては、イベント対象商品の選定や価格見直しなどを随時、行ってまいりまし

た。

　これらにより１店舗平均の顧客数につきましては前年同四半期比101.1％となりました。時間帯別には17時から

閉店までは同97.9％となりましたが、開店から14時迄は「朝市」等のイベント開催により同104.0％となりまし

た。また、顧客単価につきましては「朝市」等での価格見直し等の影響もあり同97.4％となりました。

　店舗につきましては、店舗アドバイザーによる店舗巡回を再スタートしたことによる販売スタッフの強化や店舗

のクリンネス等を徹底し、１店舗あたりの生産性向上を目指し既存店舗の見直しを優先しております。

　以上の結果、小売事業の売上高は1,940,018千円（前年同四半期比8.0％減）となりました。セグメント利益（営

業利益）につきましては、収益改善見込みの低い５店舗閉店を主要因とした売上高の減少及び仕入価格の上昇分を

販売価格へ転嫁する時期を慎重に検討しており値上げが実施できていないこと等による売上総利益率の低下及び最

低賃金上昇による人件費上昇等により92,673千円（前年同四半期比39.7％減）となりました。

（その他事業）

　その他事業は、小売加盟店及び業務用得意先への卸売事業並びに通販事業であります。

　その他事業の売上高は272,757千円（前年同四半期比15.3％増）、セグメント利益（営業利益）は25,840千円

（前年同四半期比14.8％減）となりました。

　なお、当第３四半期累計期間の出店状況は、次のとおりであります。

（単位：店）

- 2 -

㈱篠崎屋（2926）　2022年９月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）



（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して27,771千円減少し1,464,073千円とな

りました。主な要因は、現金及び預金の減少21,343千円、有形固定資産の減少17,227千円及び商品の増加11,632千

円等によるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して14,281千円減少し321,314千円となり

ました。主な要因は、長期借入金の減少15,003千円及び未払法人税等の減少10,723千円等によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末と比較して13,489千円減少し1,142,759千円と

なりました。これは四半期純損失13,489千円の計上により利益剰余金が13,489千円減少したことによるものであり

ます。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、天候等の外部変動要因による業績への影響が大きく、予測が困難なため現時点での予

想の開示は行っておりません。

　なお、情報開示につきましては既存店等の情報を月次で開示するとともに、通期につきましては第４四半期中を

目処に、分かり次第、速やかに適時開示をしてまいります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年９月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 548,948 527,605

売掛金 66,392 －

売掛金及び契約資産 － 74,196

商品 37,633 49,265

貯蔵品 580 616

その他 43,609 42,058

貸倒引当金 △30 △30

流動資産合計 697,135 693,713

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 63,407 49,549

構築物（純額） 4,462 3,987

工具、器具及び備品（純額） 13,418 9,923

土地 562,970 562,970

その他（純額） 2,325 2,926

有形固定資産合計 646,586 629,358

無形固定資産 2,473 4,749

投資その他の資産

敷金及び保証金 139,585 134,845

その他 6,261 1,603

貸倒引当金 △197 △197

投資その他の資産合計 145,650 136,252

固定資産合計 794,710 770,360

資産合計 1,491,845 1,464,073

負債の部

流動負債

買掛金 170,068 179,404

１年内返済予定の長期借入金 20,004 20,004

未払金 46,429 49,585

未払費用 39,413 38,228

未払法人税等 18,661 7,938

その他 1,965 2,102

流動負債合計 296,542 297,263

固定負債

長期借入金 36,654 21,651

その他 2,400 2,400

固定負債合計 39,054 24,051

負債合計 335,596 321,314

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 120,446 120,446

利益剰余金 76,698 63,208

自己株式 △40,896 △40,896

株主資本合計 1,156,249 1,142,759

純資産合計 1,156,249 1,142,759

負債純資産合計 1,491,845 1,464,073

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 2,346,423 2,212,776

売上原価 1,549,159 1,482,769

売上総利益 797,264 730,006

販売費及び一般管理費 723,474 723,081

営業利益 73,789 6,925

営業外収益

受取利息 12 8

未払配当金除斥益 415 －

受取保険金 － 200

その他 41 138

営業外収益合計 470 347

営業外費用

支払利息 363 259

その他 － 0

営業外費用合計 363 259

経常利益 73,896 7,012

特別損失

減損損失 1,432 2,963

固定資産除却損 13 0

店舗閉鎖損失 － 4,609

特別損失合計 1,445 7,573

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 72,450 △560

法人税、住民税及び事業税 22,578 12,929

法人税等合計 22,578 12,929

四半期純利益又は四半期純損失（△） 49,871 △13,489

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、一部の販売取引について、従来顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、

顧客への販売取引における当社の役割（本人又は代理人）を判断した結果、代理人に該当する取引については当該

対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期累計期間の売上高は92,138千円、売上原価は92,138千円そ

れぞれ減少しております。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を

分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期財務諸表への影響はあり

ません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期
損益計算書

計上額
（注２）

小売事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,109,826 236,596 2,346,423 － 2,346,423

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,109,826 236,596 2,346,423 － 2,346,423

セグメント損益 153,744 30,327 184,072 △110,282 73,789

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2020年10月１日 至　2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント損益の調整額△110,282千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用であり

ます。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「小売事業」セグメントにおいて、不採算店舗のうち今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗につい

て、1,432千円の減損損失を計上しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期
損益計算書

計上額
（注２）

小売事業 その他事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,940,018 272,757 2,212,776 － 2,212,776

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,940,018 272,757 2,212,776 － 2,212,776

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,940,018 272,757 2,212,776 － 2,212,776

セグメント損益 92,673 25,840 118,513 △111,588 6,925

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2021年10月１日 至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント損益の調整額△111,588千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用であり

ます。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「小売事業」セグメントにおいて、不採算店舗のうち今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗につい

て、2,963千円の減損損失を計上しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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